














析したものである。ここでは、「全然 J と I呼応する形式を、「文~{去(1サ否定JI前公IYJ否定Jr丈)J反
(1り否定j に〈分知し、特に「文!l照的百定j に焦点を当て、分析を行った。 r:丈 J lJ~I'<J汗;とJとは、








まれJ全然→庁定形」は、 T[しくないと批判されてきた。しかし、約:林 (1994)、新野 (1997)、
小林 (2004)、)毛谷 (2007・2008) などでは、戦前の小説にも「全然イ斤応JIラj が繁に使
Fl'J されることに触れ、現代日本語として新たな用法を ii在立し、ーイij支化しつつあることを !JJ~
らヵ、にした口このように先行研究では、 f全然十 i寺定形j に関して、共起する訪の傾向、 )q=J
I去の変選など始め、「全然十否定jが正しいという規範意識がなぜ生まれたのか、などの研
究が主流であったが、談話における「全然十宵工iご形jの対人機能に言及したものは少ない口






まず、 1- 丈 {l~ 1']守否応j とは、「全然j に後続するが「ずJiなしリなどの をf'l:う
ものである。例えば、「全然おいしくなしりなどが、文法的否定となる。次に、「話集1'i0否
定jとは、「全然」に後続する誌は肯定形だが、話そのものに否定的意味を持つものである c
例えば、{全然違う j や「全然だめj などは、 1寺定形ではあるが、 r うJや「だめj など
の話 IBl 体に、百定 1~I<J，立l床が合まれている。最後に、 i_丈j派1'I<J訂定J というのは、「全然J に
後続する話が、 i守定形であり、その日!?自体には百定的怠i床はないが、丈町長 j二においては、
否定 1'1甘さ味を有ーするものである。例えば、八の作った *~j- をちが食べている場 I(IÎ で、^ iま
90 
ずし、でしょ?J 13 I全然おいし 1¥よ j と発話した場合、 13のだ l百「全然おいしいj は、八が
江Uとしている I1"-分の料-JIHは、まずい(カミもしれない)J という丈J)民を何}どしているり
3.先行研究における考察範囲の拡大と問題点
行ij: 林 (1995) 、 J河野 (1997) 、服部 (2007) 、同 \li(，ì~ (2 0 0 8 )を始めと寸る多くのうiじれ~1iH先に
おいて、 i全然j と庁どj杉の Jt:J出や、その宵〉どJI"~の iし与の，1-1 1: 賀について i治じている。 し均、し、
足立 (1990) では、「全然十 jZjゐ}ギ)1ラJは、文!j)氏、あるいは、!山促となる概念が[全然! のlij
にイj三千I~することが条件となる )IJ 法があることを主張した口そして、出flH (2000)、出作 (2007・







そこで、本稿では、現代の談話における「全然÷肯定形 j の文 JJ)~ 的任;むを IjJ 心に、それ
らがどのような1場¥uiで)IJし¥られるのか、 ILJ 1可の「発話機能論J を援):11し、 していく。
また、対人{幾能の 1)日!右'，'1'1:にi主jしては、 Leechのポライトネスのj京地上 81‘own& Levinson (以
降、 8&L) のポライトネスJilll論を桐 'YJに援用し、また、 ILJ Ir司他 (2010) の配慮表現の加
盟をJlJし1て、「全然十 J寺 JIラj のi担のメカニズムを解明しようと試みる c
4配慮表現「全然十肯定形j について









のポライトネスのJJtりIgの I 認のmU=liJ(Approbation Maxim) (b) 他二庁への貨賛を最大!取に
せよ Jの働きと合致し、配)，1:6'1''1:を強めていると考えられる。このような配 lJ:lJ~ I全然→



























< ;4ミ認、)) (.c--一《謝罪))) 
f全然平安〔
「ありがとう j
i宣言} ( lJ~ 認)) (←((1¥謀議n)) 
f ~、やいや、令然 J / iイi三然し川、よ J
「け'が痛そうだねj



















F 076 :こっ ι1(1)し、て。
F 076: 全然治、わいいし。
(名大会話コーパス)
〔づSi1!杉並立tJ (n 1'1)) 
〔配l告、JIHlき手のff定的想定という文脈を否'Lし、((1~ 賛》を強調している。
これは、二人の女性の談話で、ピアスをつけた経験のない FI06に、 F076がピアスをつ




















(配!革J IJfI き手の否定的恕 lじという λ牟 IlJ l~ を否定し、《賛同》を強調している
これは、日07とれおの談話である。テロがあったため、 F128はアメリカに行った友人
の安否{確認をしたいのだが、その i二手な間きブ7・が分からず、 FI07に相談をしている場而で
ある。 しかし、そこで F128は「ハワイはどうって? (1却し可たらいいのかもしれない)Jと








6. 2. 1. ((協力》のたたみかけの実例と考察
(3) 1~llnL;q(( こ lNj がる γ サノレ。









力》を 1，1'し出ている。《協力》は、相手に利益を与える「与自主j である。 rlj.益Jは、「十1:下
のために行う行為だから、相手との関係をより良好にしようとする話し干自身の応出I'I<Jフ
ェイスをjij足させる。しかし一面、杵l手に気をi宣わせてしまい、相手の積倒的フェイスを




ち消し、さらに I~I 分の負担が小さいことを強調し、ノブ子の気遣いを極力 i怪減しようとし
ている。これは、 1'1刷他 (2010) の|配慮表現の原理 (13② b) I白!こJの負担が小さいと述べ
よj の原則に沿うものであり、相手に気を遣わせまいとする積極的ポライトネスの働きを
している。
6. 2. 2， ((勧誘》のたたみかけの実例と考察
(!1) F 021 今JA=来たとき鍋ペ与ろうよ。
ド 021 (やろう、やろう) (しゅ、ねー)
うらならさ一、 Ní~ f(リミして山ても全然し、い泊、~_) 0 
(ギ!大会 l出コーハス)
〔充話機能J(初j訪》のたたみヵ、!t
[!I~己!さ:J I ~ I 分の魚川が IJ、さいことを述べ、相手に気を j立わせまいとする II~~
これは女性 3人の雑談で、 F021が、ド067と F128に対して、什-;'021の家で鍋を 桁にjiN，'j
をすること」を《勧誘》している場面である。さらに「うちならさ一、雑魚寝して寝ても
全然いいから口 j と《勧誘》をたたみかけている。
ここでの《勧誘》は、ド021 の家に集まって釧をするという内容であり、 \I~ ，i友行為の天;-1 Jー
は F021のlf!)屈を提供するという内容も含むため、他の二人に対して利益を与える r1 j.位J
94 
のー干長であると考えら~~る o t:干に対寸一る「与益」は、 j二ーしたように、ドT^ となり j与る
ため、 1，'067と1"128には、 IF021に負担をカミけてしまうヵ、もしれなし、!という気泣いが怨
}とされる。そのような気泣いに対し、1"021 は、「羽i:魚寝して応ても全然いい均、ら j と発話
することで、 1"067・1，'128 の気泣いを打ち消し、 I~I L 0) 負 ~ll_が少ないことを強，mô しているり
これも、《協力》のたたみかけーと Ilrjじく、配慮表現の)J;UJ日(13②-b) 11'1 しょの f~lHl_が小さい
と述べよ J U) )Jj( 1[IJにめったtU1:1¥) I~(J ボライトネスの倒j きをしている。
6.2.3. <<許可》の実務IJと考察
( 5) 会場ー をjitiにした 50人ほどのII¥}出者のうら、 参入がおずおずと 1をlJilし、た c
12hのう、写山;iMっていいです治、」
杉本J'大JI:長衆|抗議uが、 1を九くして人なっこい笑以で符える。
「もちろんもむろん。全然いいですよ c 'ij: U、船ってください」
みんなが安心したように笑い、抗イ;:;屯話を太減クンに liJけ4 るο 会場ーの緊張がー気に解けたに
(Wj1M FIJ アエラ，，~ 2005イド 1n 21 1) 
[琵，m1t~fìËJ相手の (C]lIlj" t:ょ!と》に対する《許 ilf)
〔 l'忙!さ:〕 JL 位に泊、ヵ、る I~I 分の負 JII，が小さいことを地べ、 ~:II 二f二に気を j誌にわせ主いとする配慮
これは、有名A の;意凡を ILÿ] こうと IJ~l し\た集会での杉村太蔵衆議院議員と出席者とのやりと
りである。この場面では、 U~I席者の一人が、杉村議員;こ「写真を撮ること Jへの許可を史:
求し、杉村議員が《言F1:1'))をしている。出席者が「写真をH詰ること j は、杉村議員の内分
の領域を他者に邪魔されたくないという消極的フェイスを脅かす FT^ であるため、出 NF~ 者
はおずおずと申し訳なさそうに《許可要求》をしたのである。者には「杉浦議員に負
担をヵ、けてしまうかもしれない」という気遣いの想定がされる口それに対して、杉村i議
は「令ー然いいですよ J と発話することによって その恕定を打ち消すとともに、自己の負




( ("i) [食工ji'11 (こ、 F 0 2 1は 1.'0 b 7にiりj太(-を渡そうとしている}
F 021 :あっ、ぼろぼろになっらやった
F 021 :ごl:Jうーん。
F 0(17 : うん、 (ぞ!大会ぷコ一一パス)
〔経di1投tiEJイ:1下ぴ) ((制 ~)i~)) (こ刈寸る<<JjX包》
[l'iL hb: J ，iM ~W の必 i呉川を H ち ìì'j し、 Ij， 'h 布。!日IJ U)心JIj'I'JIJf1 1'1 (貸し :IKili) をIli五iJ占寸るl"j己!ι
これは、食事1'の;人の y:_性のやりとりである()F021は、 F067にIy'j太子を波そうとす
る I~~ に、ぼろぼろと )ú'j してしまい、ド067 へ《謝罪》をしている場而であるつ《謝))をし
ているド021には「不利益を fj，えてしまった」という f貸し状態」である心土I，1<j負判がイj三イど
する日その心則的負壮lに対して、 F067は、 1(私は)全然、|乙気だ j と発話して、~{! 干の心flE





また、このような場的iにおいては、 l全然」に後続する詰がなくとも、配慮した((;jk ) 
となる。例えば、(ごめんねJIし¥やいや、全然 j などがそうである口
6. 3. 2. ((感謝》に対する《承認》の実例と考察
本稿では、「全然十円;にc)杉j に焦点当てて考察しているが、 I:_-~j'己のようなJl=J 例も口市， (I<J 
に使用され、 l配慮表現として機能しているため、考察をすすめていく。




じゅん iji. Iありがと jミj
りこ Il ¥ペコし、べぷ
〔づき話機能J: ((!浅利)) (こ対する((li!( I認》
(あいのり 2005. 02. 07 }j文i若)






その発話を受けて、 りこが「し¥やしベコ全然j と謙遜しながら、 じゅん平の《感謝》を((
誌、》している臼このような謙活表現は、「ヲiっ越しを手伝ってくださって、ありがとうござ
いますJiし1いえ、何もしませんでしたが・1 の「し 1いえj と同じように、形式上は、((it 




6. 3. 3. ((見舞い》に対する《承認》
6.3.3. 1 ((見舞い》の定義












lV {号制 l の合 II II Î で :{L~ 笠をするために}j託をしているにも I Y- l わらす、1点、??? ???、 、(8) [1)八l
IFfび山して、 jifを泊、けている}恋愛できない栄(-を心 111Î~ し、
1M [ rどう?ネし、っし .tJ 
「大丈夫。全然、|えfk¥t二、から J
? ? ?
わないと jIJ^ 1 Iイメ立??】;0かったらし、って
栄(- rでもこのイドになるとたぶんYjの月!忽が而くなってんωよj
(あし¥のり 2005.07. Jt1 )j文辺)
1l! 1三の《見事!iい》に対する((!~i(認》〔発iR機能〕
心i犯の必史':.Itを1fちWiし、 HITの心f11(1ヤ f.j_ JU. を I!年 tJ，支しようとする I~己!色、???
? ?










































《質|司》では、 Leechの「是認のj庶民IJ (Approbation Maxim) 
せよJ• I一一致の原口IJ (Agreement Maxim) (b) 
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!し、つも :-li.~ l ¥なあ」
i全然家はjくめ;，iJ]だよ J
[1~ f.~ いいよ J
「ごめん ~JJ 





























































の心JlI¥IY)iミ，jTI.を I l' 全然、ド気~ J 
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